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技術部門   建設部門 

専門とする事項   治水計画 

受験番号 

問題番号  Ⅱ－２－ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

選択科目   河川、砂防及び海岸・海洋 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

 流 域 内 自 治 体 の 河 川 管 理 施 設 を 対 象 に 検 討 す る 。  

１ ． 収 集 ・ 整 理 す べ き 資 料 と 情 報  

1 . 1 . 維 持 管 理 記 録 の 収 集 ・ 整 理  

（ 目 的 ） デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 で き る 作 業 項 目 の 抽 出  

（ 内 容 ） 各 施 設 の 管 理 者 に 依 頼 し 、 点 検 ・ 診 断 や 修

繕 設 計 ・ 工 事 の 記 録 を 収 集 す る 。 ま た 、 各 業 務 の 内 容

や 方 法 、 記 録 媒 体 、 3 D デ ー タ の 有 無 な ど を 整 理 す る 。  

1 . 2 . デ ジ タ ル 技 術 資 料 の 収 集 ・ 整 理  

 （ 目 的 ） 適 用 可 能 な デ ジ タ ル 技 術 の 比 較 検 討 と 選 定  

（ 内 容 ） D X ア ク シ ョ ン プ ラ ン や 河 川 点 検 技 術 カ タ

ロ グ 、 N E T I S な ど の 技 術 資 料 を 収 集 す る 。 ま た 、 適 用

可 能 な 技 術 を 抽 出 し 、 維 持 管 理 プ ロ セ ス 別 に 各 技 術 の

特 徴 や コ ス ト 、 工 期 、 導 入 難 易 度 な ど を 比 較 整 理 す る 。  

２ ． 業 務 を 進 め る 手 順 と 留 意 点 ・ 工 夫 点  

2 . 1 . 事 前 検 討 ①  

１ ． で 整 理 し た 情 報 に 基 づ き 、 各 業 務 に お け る デ ジ

タ ル 技 術 活 用 に よ る 効 果 ・ 費 用 な ど を 一 覧 表 に ま と め 、

デ ジ タ ル 技 術 の 導 入 す べ き 維 持 管 理 業 務 を 検 討 す る ② 。  

 

2 . 2 . 現 地 調 査  

 2 . 1 . で 検 討 し た 維 持 管 理 業 務 に つ い て 、 対 象 施 設 や

① 検討の前に情報収集整理ではありませんか。これらは、前項で述べているものの、手順としても記

載する必要があります。よって、このステップは、手順２ということになります。また、情報は整

理されているので、「デジタル技術を導入すべき業務の選定」としてはいかがでしょうか。 

② →「により効率化・高度化できる維持管理業務を選定する」 



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

作 業 内 容 の 現 状 を 把 握 す る た め ③ 現 地 調 査 を 実 施 す る 。  

な お 、 河 道 や 堤 防 は 広 範 囲 で 不 可 視 部 分 も 多 い こ と に

留 意 し 、 U A V や M M S の 活 用 も 検 討 す る よ う 工 夫 す る ④ 。  

 

2 . 3 . 基 本 方 針 策 定  

 2 . 1 . と 2 . 2 . を ふ ま え て 、 実 現 可 能 性 や 優 先 順 位 、

B / C の 観 点 か ら デ ジ タ ル 技 術 を 導 入 す る 業 務 を 選 定 し 、

基 本 方 針 を 策 定 す る ⑤ 。 な お 、 複 数 自 治 体 や 多 分 野 イ

ン フ ラ で の 連 携 に よ る 効 率 化 も 検 討 す る よ う 工 夫 す る

⑥ 。  

 

2 . 4 . 維 持 管 理 プ ロ セ ス 別 の デ ジ タ ル 技 術 導 入 検 討  

① 点 検 ・ 診 断  

 点 検 ・ 診 断 業 務 で は 、 河 道 や 堤 防 の 遠 隔 点 検 や 画 像

認 識 ・ 診 断 技 術 、 樋 門 の 集 中 監 視 な ど ⑦ を 検 討 す る 。  

③ これらの情報は、「1.1.維持管理記録の収集・整理」で確認ずみではありませんか。現地調査をす

る目的がよく分かりません。現地調査を必要とするのであれば、前項のステップより前に行うべき

と考えます。 

④ UAVの活用を検討するのではなく、調査において活用することが工夫点になるのではありません

か。 

⑤ これも順序がおかしいと思います。調査→課題整理→方針→対象施設（業務）の選定→方法の検討

（デジタル技術の選定、実施時期、頻度など）→計画策定が大まかな流れではないでしょうか。 

⑥ これは、留意点ではないでしょうか。→「方針の検討にあたっては、広域連携や他分野連携の可能

性に留意する。」 
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② 補 修 ・ 修 繕  

 補 修 ・ 修 繕 で は 、 河 道 内 の 土 砂 堆 積 ・ 樹 木 繁 茂 や 護

岸 損 傷 の 状 況 か ら 、 対 策 の 優 先 順 位 付 け が 可 能 な シ ス

テ ム 構 築 を 検 討 す る ⑧ 。 ま た 、 工 事 発 注 の 効 率 化 の た

め 、 3 D 設 計 や 自 動 積 算 の 導 入 も 検 討 す る ⑨ よ う 工 夫

す る 。  

 

③ 記 録 ・ 保 管  

保 管 対 象 と す る デ ー タ 、 フ ァ イ ル 形 式 、 フ ォ ル ダ 構

成 お よ び サ ー バ ー 構 築 場 所 な ど を 検 討 す る 。 ⑩  

 

2 . 5 . 実 施 計 画 策 定  

 2 . 4 . の 検 討 結 果 を ふ ま え て 、 概 算 費 用 、 必 要 人 員 、

導 入 ス ケ ジ ュ ー ル な ど を 検 討 し 、 実 施 計 画 を 策 定 す る 。  

３ ． 関 係 者 と の 調 整 方 策  

⑦ これは、検討した結果ではないでしょうか。この手順における業務内容を書きましょう。また、こ

こでこそ不可視部分に言及すべきではないでしょうか。→「点検・診断におけるデジタル技術の活

用を検討する。検討に際しては、河道や堤防は不可視部分が広範囲に存在していることに留意す

る。」 

⑧ これも⑦と同じです。これでは、答えありきの検討になってしまいます。 

⑨ これもこの業務のアウトプットになっています。→「補修・修繕におけるデジタル技術の活用を検

討する。補修修繕は、工事の DX化だけでなく、設計積算、その後の維持管理など事業全体での効

率化・高度化を図るよう工夫する。」 

⑩ データ保管なので、オープンデータ化についても言及したいところです。 
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 各 施 設 の 管 理 部 署 や 予 算 担 当 と の 調 整 な ど 自 治 ⑪ 内

部 の 合 意 形 成 が 必 要 に な る 。 こ の た め 、 プ ロ ジ ェ ク ト

チ ー ム を 設 置 し 、 維 持 管 理 の 現 状 ・ 問 題 点 や デ ジ タ ル

技 術 活 用 の 必 要 性 に つ い て 検 討 す る ⑫ 。 そ の 際 は 、 現

状 の 客 観 デ ー タ に 対 し て 、 人 員 ・ 時 間 ・ コ ス ト な ど の

削 減 効 果 を 定 量 化 し た 資 料 を 活 用 し 、 相 互 理 解 を 深 め

る 。 ⑬  

 

  

⑪ →「自治体」 

⑫ 検討内容を書くのではなく、調整方策を書きましょう。また、「このため」とありますが、庁内合

意形成が必要だと、なぜプロジェクトチームが必要になるのでしょか。別に、個別に協議しても良

いのではありませんか。理由になっていないと思います。例えば、迅速な調整を図る、分野横断を

促進するといったことがプロジェクトチームを作る目的ではないでしょうか。 

⑬ 「以上」は必ず書きましょう。 
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【 問 題 文 】  

 我 が 国 の イ ン フ ラ は 、 そ の 多 く が 高 度 成 長 期 以 降 に  

整 備 さ れ て お り 、 今 後 、 建 設 か ら 5 0 年 以 上 経 過 す る  

施 設 の 割 合 は 加 速 度 的 に 増 加 す る 見 込 み で あ る 。 近 年  

は 、 施 設 老 朽 化 と 人 手 不 足 を 背 景 に 様 々 な 問 題 が 生 じ  

て お り 、 維 持 管 理 の 生 産 性 向 上 は 大 き な 課 題 で あ る 。  

あ な た が 、 デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た 維 持 管 理 の 高 度  

化 ・ 効 率 化 検 討 に 関 す る 計 画 策 定 の 業 務 を 担 当 す る こ  

と と な っ た 場 合 、 河 川 、 砂 防 及 び 海 岸 ・ 海 洋 の い ず れ  

か の 分 野 を 対 象 と し て 、 以 下 の 問 い に 答 え よ 。  

（ １ ） 業 務 着 手 に 当 た っ て 、 収 集 ・ 整 理 す べ き 資 料 や  

情 報 に つ い て 述 べ よ 。 併 せ て 、 そ れ ら の 目 的 や 内  

容 に つ い て 説 明 せ よ 。  

（ ２ ） 業 務 を 進 め る 手 順 に つ い て 述 べ よ 。 併 せ て 、 そ  

れ ら に 関 し 、 留 意 す べ き 点 、 工 夫 を 要 す る 点 に つ  

い て 述 べ よ 。  

（ ３ ） 業 務 を 効 率 的 ・ 効 果 的 に 進 め る た め の 関 係 者 と  

の 調 整 方 策 に つ い て 述 べ よ 。  

 


